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１ 令和２年度予算の規模  
① 厳しい財政状況の下、子育て支援や教育環境の充実を図ると
ともに、オリンピック関連事業の実施や災害に強い安全・安心

なまちづくりに取り組むため、総額１千１５８億５千万円とな

る令和２年度一般会計予算を編成した。 
② 令和２年度一般会計予算は、前年度当初予算（１千１１５億
５千万円）と比較して４３億円（３．９％）の増。 
③ 一般会計と特別会計を合わせた総額は、１千９７９億２千 
４７万８千円となり令和元年度当初予算と比較して３７億 
１千５０５万２千円（１．９％）の増。主な要因は、企業会計を含む特別会計は減となるものの、一般会計の増

（４３億円）が影響したことによる。  

 
一般会計 115,850,000 千円 111,550,000 千円 4,300,000 千円 3.9 ％

特別会計 82,070,478 千円 82,655,426 千円 △ 584,948 千円 △ 0.7 ％

総　　額 197,920,478 千円 194,205,426 千円 3,715,052 千円 1.9 ％

令和2年度一般会計・特別会計（企業会計含む）の予算規模

令和2年度 令和元年度（当初） 元→2（増減額） 元→2（増減率）
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自主財源

677億円
58%

依存財源

481億円
42%

市税

579億円
50%

繰入金

28億円
3%

諸収入

27億円
2%

その他自主

財源

43億円
4%

国庫支出金

200億円
17%

市債

97億円
8%

県支出金

76億円
7%

その他依存

財源

108億円
9%

一般会計歳入予算の構成

２ 令和２年度一般会計歳入予算  
① 歳入の根幹をなす市税は、法人市民税は減額を見込むものの、個人市民税や
固定資産税の増等により、総額で前年度より３億７千８９８万８千円 
（０．７％）増の５７８億６千４５７万４千円を計上した。 
② 地方消費税交付金は、前年度より９億６千５６２万８千円（１５．６％）増
の７１億４千１０１万６千円を計上した。 
③ 国庫支出金は、幼保無償化に係る施設等利用給付費等負担金（幼稚園等）及
び施設型給付費等負担金（保育所等）、障害者自立支援給付費負担金や社会福祉

施設等施設整備費等補助金の増等により前年度より１２億９千６０２万６千円

（６．９％）増の２００億１千３１０万８千円を計上した。 
④ 県支出金は、幼保無償化に係る施設等利用給付費等負担金（幼稚園分）及び施設型給付費等負担金（保育所等）
の増等により前年度より７億６千１８１万円（１１．１％）増の７６億４千４９５万８千円を計上した。 
⑤ 繰入金は、財政調整基金繰入金の減等により前年度より６億４８８万７千円（１７．９％）減の２７億 
７千１０１万６千円を計上した。 
⑥ 市債は、保育所耐震化事業や防災行政無線デジタル化整備等に伴う市債の減はあるものの、東清掃センター大
規模改修等に伴う市債の増により前年度より２２億２千５８０万円（２９．９％）増の９６億６千９００万円を

計上した。 

※計数はそれぞれ四捨五入しているため、計が一致しない場合がある。 
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・その他自主財源とは、分担金及び負

担金、使用料及び手数料、財産収入、

寄附金、繰越金をいう。  
・その他依存財源とは、地方譲与税、

利子割交付金、配当割交付金、株式等

譲渡所得割交付金、法人事業税交付金、

地方消費税交付金、ゴルフ場利用税交

付金、環境性能割交付金、地方特例交

付金、地方交付税、交通安全対策特別

交付金をいう。 

    
市税

553
565 566 575 579

181 176 国庫支出金 176 187 200

市債 90 97 109 74
97

県支出金 70 66 64 69
7653 55 61 62

地方消費税交付金
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一般会計歳入予算（当初）の推移

区分
令和2年度

（千円）

令和元年度（当初）

（千円）

元→2（増減額）

（千円）

元→2（増減率）

（％）

市税 57,864,574 57,485,586 378,988 0.7

地方譲与税 743,268 732,129 11,139 1.5

利子割交付金 30,000 68,872 ▲ 38,872 ▲ 56.4

配当割交付金 204,397 243,000 ▲ 38,603 ▲ 15.9

株式等譲渡所得割交付金 187,977 251,319 ▲ 63,342 ▲ 25.2

法人事業税交付金 400,000 － 400,000 皆増

地方消費税交付金 7,141,016 6,175,388 965,628 15.6

ゴルフ場利用税交付金 50,000 54,290 ▲ 4,290 ▲ 7.9

環境性能割交付金 92,928 54,740 38,188 69.8

地方特例交付金 428,800 457,000 ▲ 28,200 ▲ 6.2

地方交付税 1,500,000 910,000 590,000 64.8

交通安全対策特別交付金 42,102 43,994 ▲ 1,892 ▲ 4.3

分担金及び負担金 900,732 1,206,642 ▲ 305,910 ▲ 25.4

使用料及び手数料 2,093,456 2,319,267 ▲ 225,811 ▲ 9.7

国庫支出金 20,013,108 18,717,082 1,296,026 6.9

県支出金 7,644,958 6,883,148 761,810 11.1

財産収入 300,917 602,277 ▲ 301,360 ▲ 50.0

寄附金 30,330 20,130 10,200 50.7

繰入金 2,771,016 3,375,903 ▲ 604,887 ▲ 17.9

繰越金 1,000,000 1,500,000 ▲ 500,000 ▲ 33.3

諸収入 2,741,421 2,808,033 ▲ 66,612 ▲ 2.4

市債 9,669,000 7,443,200 2,225,800 29.9

自動車取得税交付金 － 198,000 ▲ 198,000 皆減

歳入合計 115,850,000 111,550,000 4,300,000 3.9

一般会計歳入予算の構成

※計数はそれぞれ四捨五入しているため、計が一致しない場合がある。 
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３ 市税の状況  
① 市民税のうち個人市民税は、雇用・所得環境の改善を背景に前年度より３億５千３１３万円（１．６％）増の 
２２３億９千８２２万３千円を見込む。法人市民税は、前年度より６億５千２６４万７千円（１４．５％）減の

３８億４千５２１万８千円を見込む。 
② 固定資産税は、家屋の新増築による増収分等を見込むことにより固定資産税全体では前年度より４億５千 
５２１万７千円（２．０％）増の２３０億７千７８９万４千円を見込む。 
③ 市たばこ税は、過去の実績本数や税率の引き上げを踏まえ、前年度より５千９６２万３千円（３．１％）増の 
２０億４２４万円を見込む。 
④ 都市計画税は、家屋の新増築による増収分を見込むことにより、前年度より６千４７９万５千円（１．６％）
増の４１億９千９０８万９千円を見込む。 
⑤ 「東日本大震災からの復興に関し地方公共団体が実施する防災のための施策に必要な財源の確保に係る地方税
の臨時特例に関する法律」に基づき、平成２６年度から令和５年度までの間は、個人市民税均等割の増収分（年

額５００円）を防災関連施策に充当するとされている。この引上げによる増収分は９千４６万７千円であり、市

立小・中学校、保育所等の耐震化に係る市債の償還財源に活用する。   
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４ 地方消費税交付金の引上げ分の使途  
地方税法第７２条の１１６に基づく消費税率引上げ分の地方消費税交付金は、社会保障４経費（年金、医療及び

介護の社会保障給付並びに少子化に対処するための施策）、その他社会保障施策（社会福祉、社会保険及び保健衛生

に関する施策）に充当することとされており、令和２年度の引上げ分として２９億４千４１万８千円を見込む。       （単位：千円）

国県支出金 その他 一般財源

障害者福祉 8,856,165 5,829,758 0 3,026,407 499,113

高齢者福祉 807,464 257 76,052 731,155 120,582

児童福祉 16,457,941 11,327,371 464,327 4,666,243 769,554

生活保護 7,307,143 5,479,811 0 1,827,332 301,363

その他 34,693 1,260 0 33,433 5,514

8,842,988 1,399,548 0 7,443,440 1,227,568 他会計繰出金等

221,379 119,973 0 101,406 16,724 扶助費（性質別）

42,527,773 24,157,978 540,379 17,829,416 2,940,418

引上げ分の地方消費税交付金を充てる経費

財源内訳

社会保険（国保・介保）

保健衛生

合　　　　計

引上げ分の

地方消費税

交付金

備考

扶助費（性質別）

経費区分 予算額

社会福祉
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５ 令和２年度一般会計歳出予算（目的別）   
① 予算の４４％を占める民生費は、過去最大となる５１４億３千４２万１千
円を計上した。幼保無償化の通年化に伴う経費の増とともに、子育て安心施

設の整備、障害者・高齢者への福祉サービス、生活保護世帯やひとり親家庭

の生徒等への学習支援等を引き続き実施する。 
② 衛生費は１３１億２９４万８千円を計上した。東清掃センターの大規模改
修の進捗に伴う事業費の増等により前年度より１６億７５４万円（１４．０％）

増となった。 
③ 教育費は１２７億８万９千円を計上した。幼保無償化に伴う幼稚園施設等
利用費や認定こども園への施設型給付費等の増とともに、学童保育室の職員

体制の充実を図る。このほか、市立川越高等学校への統合型校務支援システムの導入や老朽化した防球ネットの

改修工事等により前年度より８億１千７７８万５千円の増となった。 
④ 土木費は８３億９８２万４千円を計上した。川越駅西口歩行者用デッキ延伸に係る事業費の減等により前年度
より６千９６５万１千円（０．８％）の減となるものの、川越駅周辺地区や南古谷駅周辺地区の整備とともに、

旧斎場跡地の公園整備を引き続き推進する。また、寺尾地区及び下小坂地区の内水対策の実施や久保川の改修に

より排水機能の強化を図る。  ※計数はそれぞれ四捨五入しているため、計が一致しない場合がある。 

議会費

7億円

1%

総務費

120億円

11%

民生費

514億円

44%衛生費

131億円

11%

労働費

2億円

0%

農林水産業費

6億円

1%

商工費

8億円

1%

土木費

83億円

7%

消防費

50億円

4%
教育費

127億円

11%

災害復旧費

0億円

0%

公債費

108億円

9%

諸支出金

2億円

0%

予備費

1億円

0%

一般会計歳出予算の構成（目的別）
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       区分
令和2年度

（千円）

令和元年度（当初）

（千円）

元→2（増減額）

（千円）

元→2（増減率）

（％）

議会費 654,682 660,110 ▲ 5,428 ▲ 0.8

総務費 12,048,357 11,252,821 795,536 7.1

民生費 51,430,421 49,979,052 1,451,369 2.9

衛生費 13,102,948 11,495,408 1,607,540 14.0

労働費 165,143 174,080 ▲ 8,937 ▲ 5.1

農林水産業費 592,669 725,248 ▲ 132,579 ▲ 18.3

商工費 778,472 950,889 ▲ 172,417 ▲ 18.1

土木費 8,309,824 8,379,475 ▲ 69,651 ▲ 0.8

消防費 4,967,470 5,082,829 ▲ 115,359 ▲ 2.3

教育費 12,700,089 11,882,304 817,785 6.9

災害復旧費 2,000 2,000 0 0.0

公債費 10,803,627 10,671,737 131,890 1.2

諸支出金 174,298 174,047 251 0.1

予備費 120,000 120,000 0 0.0

歳出合計 115,850,000 111,550,000 4,300,000 3.9

一般会計歳出予算の構成（目的別）

※計数はそれぞれ四捨五入しているため、計が一致しない場合がある。 

民生費
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480 488 500 514
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一般会計歳出予算（当初・目的別）の推移
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６ 令和２年度一般会計歳出予算（性質別） 

 

① 人件費は、会計年度任用職員制度の導入等に伴う報酬、給料の増等に
より前年度より１０億６千５９４万２千円（５．０％）増の２２４億 
４千７６１万３千円を計上した。 
② 扶助費は、施設等利用給付費等負担金（幼稚園等）、介護給付・訓練等
給付の増等により前年度より３１億５千２７５万１千円（１０．１％）

増の３４２億３千７８５万３千円を計上した。 
③ 公債費は、前年度より１億３千１８８万４千円（１．２％）増の 
１０８億３５８万９千円を計上した。 
④ 義務的経費（人件費、扶助費及び公債費）の合計は、前年度より４３
億５千５７万７千円（６．９％）増の６７４億８千９０５万５千円となった。 
⑤ 補助費等は、前年度より４億８千２９４万７千円（４．７％）減の９８億９千６６６万２千円を計上した。 
⑥ 普通建設事業費は、民間保育所等整備、河越館跡整備の事業費等の減はあるものの、東清掃センター大規模改
修、施設援護の事業費等の増により、前年度より３億８千９４２万８千円（３．７％）増の１０７億７千５９８

万３千円を計上した。 
⑦ 繰出金は、国民健康保険事業特別会計への繰出金の減はあるものの、介護保険事業特別会計等への繰出金の増
により、前年度より２千１９７万３千円（０．２％）増の９５億１千１７７万５千円を計上した。 ※計数はそれぞれ四捨五入しているため、計が一致しない場合がある。 

義務的経費

675億円
58%

その他

484億円
42%

人件費

224億円
19%

扶助費

342億円
30%

公債費

108億円
9%

物件費

171億円
15%

補助費等

99億円
9%

普通建設事業費

108億円
9%

災害復旧事業費

0億円
0%

維持補修費

8億円
1%

積立金

1億円
0%

貸付金

1億円
0%

繰出金

95億円
8%

予備費

1億円
0%

一般会計歳出予算の構成（性質別）
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区分
令和2年度

（千円）

令和元年度（当初）

（千円）

元→2（増減額）

（千円）

元→2（増減率）

（％）

人件費 22,447,613 21,381,671 1,065,942 5.0

物件費 17,098,584 16,972,927 125,657 0.7

維持補修費 793,707 770,602 23,105 3.0

補助費等 9,896,662 10,379,609 ▲ 482,947 ▲ 4.7

扶助費 34,237,853 31,085,102 3,152,751 10.1

普通建設事業費 10,775,983 10,386,555 389,428 3.7

災害復旧事業費 2,000 2,000 0 0.0

公債費 10,803,589 10,671,705 131,884 1.2

積立金 61,962 150,702 ▲ 88,740 ▲ 58.9

投資及び出資金 － － － －

貸付金 100,272 139,325 ▲ 39,053 ▲ 28.0

繰出金 9,511,775 9,489,802 21,973 0.2

前年度繰上充用金 － － － －

予備費 120,000 120,000 0 0.0

歳出合計 115,850,000 111,550,000 4,300,000 3.9

（参考）義務的経費 67,489,055 63,138,478 4,350,577 6.9

※令和２年度及び令和元年度の川越地区消防組合負担金について、性質別区分を「繰出金」から「補助費等」に変更している。

一般会計歳出予算の構成（性質別）

扶助費 287 293 299 311 342

人件費 217 214 213 214
224

公債費 95 103 103 107
108

普通建設事業費

125
124 137 104

108

物件費 158 160 163 170
171

繰出金 93 95
99 95

95
補助費等 114 102

102 104
99

その他 20 19 18 12
11

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

H28 H29 H30 R1 R2

億円
一般会計歳出予算（当初・性質別）の推移

※計数はそれぞれ四捨五入しているため、計が一致しない場合がある。 

※川越地区消防組合負担金について、性質別区分を「繰出金」から「補助費等」 

に変更したことに伴い、過去分も再集計している。 
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７ 公債費・市債残高の状況 

 

①  公債費は、平成２６年度から平成２７年度にかけて減少傾向にあったが、平成２８年度から増加に転じてい
る。令和２年度は、小学校普通教室空調施設整備に伴う市債の償還金や臨時財政対策債の償還金の増などによ

り、前年度より１億３千１８８万４千円（１．２％）増の１０８億３５８万９千円を計上した。 
②  市債残高は、平成２５年度以降増加で推移していたが、令和元年度からは減少に転じている。令和２年度は
歳出の公債費（元金分。１００億７千２７万５千円）に対し、歳入の市債（９６億６千９００万円）が下回っ

たことにより、令和２年度末の市債残高は前年度から４億１２７万５千円（０．４％）減の１千１９億４６０

万９千円を見込む。              ※平成３０年度までは決算額。令和元年度は３月補正後の金額。令和２年度は年度末の見込額。 

※計数はそれぞれ四捨五入しているため、計が一致しない場合がある。 

504 494 512
575 581 609 644 658 660 667

293 315
336

352 361
363

361 355 347 340

その他 93

78
63

48 41
34

27 21 16 12

890 888
911

976 983
1,006

1,032 1,033 1,023 1,019

0

200

400

600

800

1,000

1,200

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

億円
一般会計市債残高の推移

建設事業債

臨時財政対策債

建設事業債

60 65 63
56 54 57

62 63
69 69

18

19 22

24 26
28

30 31

33

臨時財政対

策債

34
その他

16

16 16

16
8

8

7 6

5 4

94

101 101

96

88
92

100 100

107 108

0

20

40

60

80

100

120

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

億円
一般会計公債費の推移
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８ 積立基金の状況  
① 令和元年度は、利子分を除く積立金として公共施設マネジメント基金に５千万円、職員退職手当基金に５千 
３００万円、市制施行１００周年記念事業基金に３千３７０万円等を計上した。 

②  令和２年度は、既存の基金の有効活用として、職員退職手当基金、減債基金からそれぞれ１億円を取り崩す
とともに平和基金、文化芸術スポーツ振興基金、福祉基金、緑の基金、商業振興施設整備基金、みんなで支え

る観光基金、初雁公園整備基金及び大学奨学金基金を取り崩し、関連事業の財源を確保した。 
③  一般会計における令和２年度末の積立基金残高は、財源対策として財政調整基金から２４億７千万円を取り
崩したこと等により、前年度から２６億４千６７７万６千円（３９．０％）減の４１億３千３６３万２千円を

見込む。  
 

 

 

 

 

 

 

 

※平成３０年度までは決算額。令和元年度は３月補正後の金額。 

令和２年度は年度末の見込額。 

※計数はそれぞれ四捨五入しているため、計が一致しない場合がある。 

36 34

50

財政調整基金

56 53
50

41 39

28

4
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3 5

減債基金 5

4

2

3 5

公共施設

マネジメン

ト基金

6

6

9 10
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13 庁舎建設基金

14
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16

16

16

職員退職手

当基金

18
16

13

6
3

4

5
5

6

5

6
6
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7
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7
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7
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41
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億円
一般会計積立基金残高の推移

‐11‐



千円

千円

千円

2 千円

1 千円

1 ％

千円

千円

千円

2 千円

1 千円

2 ％

【補足事項】
　令和２年４月１日から導入される会計年度任用職員制度に対応するため、従来関連する予算事業ごとに計上していた経費は、職員課又は教育総務課が
所管する予算事業である「会計年度任用職員人件費」において集約化を図った。ただし、事務の性質上、保育所、児童発達支援センター、市立川越高等
学校、学童保育室に係る会計年度任用職員人件費は、個別の予算事業として所管課で管理している。
　この組替えの結果、他事業との統合や事業費が対前年度比で減となった予算事業がある。

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

特定財源 ○広報川越発行 77,891 千円

予
算
科
目

会計 一般会計 　市政に関する情報や、市民が必要とする情報を、分かりやすく効
果的に発信し、市民参加と市民協働を促進することを目的として発
行している広報川越を、令和2年度から月1回の発行とする。前年度予算

増減額

予算事業名 広報川越発行 予算額

76,796

款 総務費

項 総務管理費

令　和　２　年　度　主　要　事　業　（　一　般　会　計　・　特　別　会　計　）

〔一般会計〕

予算事業名 汎用系コンピュータ管理 予算額 723,974 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

前年比 6.0

総務費 前年度予算

特定財源 7,042

682,861

増減額 41,113

一般財源 716,932

所管部課

目 一般管理費

項 総務管理費

予
算
科
目

会計 一般会計

総務部 情報統計課

款

他の予算事業に統合した予算事業

事業費が対前年度比で減となった主な予算事
業

「ひとり親家庭相談」、「オールマイティーチャー配置事業」

「市民相談業務」、「男女共同参画推進」、「児童発達支援センター運営管理」、「母子保健指
導」、「健康づくり支援」、「就労支援事業」、「英語指導助手配置事業」、「教育相談の充
実」、「高等学校運営管理」等

　ホストコンピュータ及び個別の業務サーバで運用している住民記
録及び税システムについて、クラウドサービスを活用したパッケー
ジシステムに移行し、業務システムの効率的な運用を図る。

77,891

○業務システムの最適化 390,420 千円

110,275

1,095所管部課 広報室

一般財源

目 文書広報費 前年比 △ 29.4

△ 32,384
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千円

千円

千円

2 千円

1 千円

2 ％

千円

千円

千円

2 千円

1 千円

7 ％

特定財源 ○市制施行１００周年記念事業の推進 23,652 千円

予
算
科
目

会計 一般会計 　市制施行１００周年記念事業基金への積立てを行うとともに、記
念事業の実施に向けてポスター・のぼり旗等のＰＲ用品の作成や記
念誌作成に向けた準備を進める。前年度予算

増減額

△ 22.7

一般財源 23,652

款 総務費 30,600

-所管部課 総合政策部 政策企画課

千円

予
算
科
目

会計 一般会計 　来庁した外国籍市民が、適切な相談窓口に到達できるよう、情報
提供・相談案内を多言語で行うため、多言語音声翻訳アプリを利用
できるタブレットを2台導入する。前年度予算

増減額

予算事業名 市制施行１００周年記念事業の推進 予算額 23,652 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

一般財源 11,065

△ 40.1

-所管部課 市民部 広聴課

款 総務費 18,463

項 総務管理費 △ 7,398

目 文書広報費 前年比

特定財源

予算事業名 市民相談業務 予算額 11,065 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

○（新）外国人案内窓口用タブレット導入 58

項 総務管理費 △ 6,948

目 企画費 前年比
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千円

千円

千円

2 千円

1 千円

7 ％

千円

千円

千円

2 千円

1 千円

11 ％

所管部課 市民部 地域づくり推進課 ○提案型協働事業補助金 1,590 千円

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 5,384 　市民活動団体等が地域のさまざまな課題を解決するために、主体
的に取り組む協働事業を公募し、その事業にかかる経費の一部を補
助する。款 総務費

項 総務管理費

前年度予算 5,527

増減額 △ 143

特定財源 -

目 自治振興費 前年比 △ 2.6

　ゴルフ競技開催期間中、大会の魅力を伝えるため、競技中継を中
心とする大会関連イベントを開催する。

○（新）学校連携観戦プログラム［オリンピック関連］ 6,555 千円

　東京2020組織委員会から配分される競技観戦チケットを活用し、
子どもたちに観戦の機会を提供する。

○都市ボランティア［オリンピック関連］ 9,338 千円

　ゴルフ競技開催期間中、競技会場までの道案内や観光ＰＲ等を行
う都市ボランティアの運営を統括するとともに、その活動をサポー
トする。

一般財源 62,261 　7月9日、川越市で東京2020オリンピック聖火リレーが行われる。
当日は出発式を川越城本丸御殿前で行い、本丸御殿前から蔵造りの
町並みを通るリレールートにおける警備や盛り上げ、観覧等の運営
を行う。

款 総務費 前年度予算 21,928

項 総務管理費 増減額

目 企画費 ○（新）ライブサイト［オリンピック関連］ 6,044 千円

40,333

予算事業名 東京オリンピック・パラリンピックの推進 予算額 62,261 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

協働の推進 予算額

前年比 183.9

予
算
科
目

会計 一般会計

5,384予算事業名

所管部課 総合政策部 オリンピック大会室 特定財源 - ○（新）聖火リレー［オリンピック関連］ 17,602 千円
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千円

千円

千円

2 千円

1 千円

11 ％

千円

千円

千円

2 千円

1 千円

12 ％

前年度予算 4,491

特定財源 -

予算事業名 文化施設整備 予算額 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 文化スポーツ部 文化芸術振興課

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 18,334 　経年劣化や性能不良のある川越南文化会館の照明操作卓につい
て、今後の安全な運用のため改修工事を実施する。

款 総務費 前年度予算 9,189

項 総務管理費 増減額 42,545

目 文化施設管理費 前年比 463.0

51,734

特定財源

予算額 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 市民部 地域づくり推進課 ○地域会議補助金 6,300 千円

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 6,542 　地域会議が行う地域づくり事業に対して、1事業当たり20万円を
限度に補助金を交付する。また、地域会議の運営費補助として1地
域会議当たり5万円を限度に補助金を交付する。款 総務費

項 総務管理費

6,542

増減額 2,051

目 自治振興費 前年比 45.7

予算事業名 地域会議の推進

○（新）南文化会館照明操作卓改修工事 41,250 千円33,400
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千円

千円

千円

2 千円

1 千円

14 ％

千円

千円

千円

2 千円

1 千円

14 ％

千円

　交通空白地域における市民の移動支援を目的として、地域の特性
に合った持続的に運行可能な交通を導入する。

予算事業名 市内循環バス運行 予算額 148,069 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

特定財源 ○市内循環バス運行 148,069 千円

予
算
科
目

会計 一般会計 　市内循環バス（川越シャトル）は、平成8年3月の運行開始以来、
交通空白地域の解消、公共施設を連絡する交通手段及び高齢者や障
害者の移動に配慮した交通手段を目的として運行している。前年度予算

増減額

款 総務費 35,127

47,723

94

会計 一般会計

予算事業名 交通政策推進

特定財源

項 総務管理費 増減額 12,596

予算額 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 都市計画部 交通政策課 ○自転車シェアリング事業 8,296 千円

△ 5,229

目 交通政策費 前年比 △ 3.4

一般財源 148,069

款 総務費 153,298

項 総務管理費

所管部課 都市計画部 交通政策課 -

予
算
科
目

一般財源 　中心市街地における回遊性の向上により地域の賑わいを創出する
とともに、公共交通機関を補完し、自動車から自転車への利用転換
を促進し自動車交通量の削減を図るため、自転車シェアリング事業
を実施する。

前年度予算

目 交通政策費 前年比 35.9 ○デマンド型交通事業

○（新）北部市街地交通対策 7,500 千円

　北部市街地の交通対策について、大学との共同研究による仮想実
験を行い、交通規則の変更による施策の妥当性や有効性などを検証
する。

47,629

30,803
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15 ％

千円
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2 千円

1 千円

15 ％

千円
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千円

2 千円

1 千円

16 ％

予
算
科
目

　川越市文化芸術スポーツ振興基金を活用し、子どもの文化芸術体
験事業等、文化芸術の振興を図るための事業を実施する。

款 総務費 前年度予算 9,581

項 総務管理費 増減額

目 文化行政費

○安全安心通学路対策 13,500 千円

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 13,500 　通学路の安全を確保するため、市内の小中学校が行う通学路安全
点検により抽出された危険箇所等に対して主にグリーンベルト等に
よる交通安全対策を実施する。款 総務費 前年度予算 13,500

前年比 0.0

0

予算事業名 交通安全施設整備 予算額 36,523 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

予
算
科
目

会計 一般会計 　住宅街の生活道路における歩行者の安全を優先した最高速度30㎞
/hのエリア規制「ゾーン３０」導入に際し、規制効果を向上させる
ため区画線等による速度抑制や歩行空間確保等の交通安全対策を実
施する。

前年度予算

増減額

予算事業名 安全安心通学路対策 予算額 13,500 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 市民部 防犯・交通安全課 95

△ 7,732

特定財源 ○ゾーン３０対策事業 379 千円

目 交通安全対策費 前年比 △ 17.5

総務費 44,255

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 文化スポーツ部 文化芸術振興課 ○文化芸術スポーツ振興基金活用事業 3,000 千円

予算額 10,178

一般財源 36,428

款

項 総務管理費

597

前年比 6.2

会計 一般会計 一般財源 6,730

特定財源 3,448

項 総務管理費 増減額

目 交通安全対策費

予算事業名 文化事業の推進

所管部課 市民部 防犯・交通安全課 特定財源 -
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千円

千円

千円

2 千円

1 千円

16 ％

千円

千円

千円

2 千円

1 千円

17 ％

千円

千円

千円

2 千円

1 千円

18 ％

予算事業名 美術館運営管理 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 文化スポーツ部 美術館 ○特別展の開催 31,111 千円

予
算
科
目

　市民が親しみやすい展覧会、体験型のイベント等の実施や創作活
動・発表の場を提供するとともに、学校教育と連携した教育普及活
動や子どもたちが文化芸術活動を体験できる事業を実施する。款 総務費 前年度予算 88,727

項 総務管理費 増減額

目 美術館管理費

予算額 93,635

会計 一般会計 一般財源 50,200

特定財源 43,435

4,908

前年比 5.5

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 市民部 男女共同参画課 ○（新）パートナーシップ宣誓制度 11 千円

予
算
科
目

　一人ひとりが互いに人権を尊重し、多様性を認め合いながら、自
分らしく生き生きと暮らすことができる社会の実現を目指し、パー
トナーシップの宣誓を行った者に宣誓書受領証等を交付する。款 総務費 前年度予算 4,211

項 総務管理費 増減額

目 男女共同参画推進費

△ 1,686

前年比 △ 40.0

予算事業名 地域文化支援 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 文化スポーツ部 文化芸術振興課 ○（新）小・中・高校生を対象とした文化表彰 57 千円

予
算
科
目

　児童生徒の文化活動を応援するため、小・中・高校生を対象とし
て文化芸術分野で優秀な成績を収めた個人・団体を表彰する制度を
創設する。款 総務費 前年度予算 16,748

項 総務管理費 増減額

目

会計 一般会計 一般財源 15,652

特定財源 1,326

予算額 2,525

230

予算額 16,978

前年比 1.4

会計 一般会計 一般財源 2,525

特定財源 -

文化行政費

予算事業名 男女共同参画推進
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千円

千円

千円

2 千円

1 千円

19 ％

千円

千円

千円

2 千円

1 千円

20 ％

○（新）クールファンリース（熱中症対策） 666 千円

予
算
科
目

会計 一般会計 　川越運動公園総合体育館における利用者の夏場の熱中症対策を目
的として冷風機（クールファン）をリースにより配置する。

前年度予算

増減額 ○（新）高圧ケーブル交換工事（総合体育館） 4,500 千円

　川越運動公園内の各施設を結んで埋設されている電源高圧ケーブ
ルの交換工事を実施する。

予算事業名 スポーツ教室・大会等の充実 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 文化スポーツ部 スポーツ振興課 ○小江戸川越ハーフマラソン大会 4,000 千円

予
算
科
目

　市民のスポーツ及び健康づくりへの関心を高めるとともに、広く
川越をＰＲし、地域の活性化に繋げていくため、蔵造りの町並みを
走るマラソン大会を実施する。（種目：ハーフ、10㎞、Fun Run）款 総務費 前年度予算 28,851

項 総務管理費 増減額

目 スポーツ行政費

会計 一般会計 一般財源 24,189

特定財源 1,200

予算額 25,389

○文化芸術スポーツ振興基金活用事業 1,000 千円

○（新）トイレ改修工事（総合体育館） 6,820 千円

総務費 213,150

項 総務管理費 18,261

目 スポーツ施設管理費

一般財源 189,667

　川越運動公園総合体育館の各トイレの設備交換、バリアフリーへ
の改修工事を実施する。

△ 3,462

前年比 △ 12.0

所管部課 文化スポーツ部 スポーツ振興課 41,744

前年比 8.6

款

　小・中学生を対象に、専門の指導者による技術指導（教室等）を
行う。

予算事業名 体育施設の整備・充実 予算額 231,411 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

特定財源
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千円

千円

千円

2 千円

1 千円

22 ％

千円

千円

千円

2 千円

1 千円

23

千円

千円

千円

2 千円

3 千円

1 ％

予
算
科
目

　国の個人番号カード交付円滑化計画にのっとり、交付を促進する
ため、申請の増大が見込まれる申請時来庁方式の窓口を設置する。

前年度予算

項 戸籍住民基本台帳費 増減額 177,454

目 戸籍住民基本台帳費 前年比

一般会計

予算事業名 本庁舎老朽化対策 予算額 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 財政部 管財課 特定財源 ○（新）本庁舎老朽化対策 259,000 千円

予
算
科
目

　本庁舎の老朽化した空調設備等について、令和2年度から令和4年
度にかけて改修工事を実施する。

前年度予算

項 総務管理費 増減額 259,000

目 本庁舎老朽化対策事業費 前年比

259,000

216,100

予算事業名 武道館耐震改修 予算額 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 文化スポーツ部 スポーツ振興課 特定財源 ○武道館耐震改修 370,700 千円

予
算
科
目

　武道館の長寿命化を図るため、耐震補強工事及び老朽化した設備
等の改修工事を実施する。

前年度予算

項 総務管理費 増減額 130,700

目 武道館耐震改修費 前年比 54.5

一般財源 -

款 総務費 240,000

370,700

370,700

会計 一般会計

住民基本台帳事務 予算額

163.7

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

市民部 市民課 特定財源 ○（新）個人番号カード申請サポート受付業務委託 10,748 千円

皆増

一般財源 42,900

款 総務費 0

会計 一般会計

予算事業名

一般財源 33,484

款 総務費 108,377

285,831

252,347

会計

所管部課
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千円

千円

千円

2 千円

3 千円

1

千円

千円

千円

3 千円

1 千円

1 ％

千円

千円

千円

3 千円

1 千円

2 ％

民生費 12,737

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 福祉部 障害者福祉課 特定財源 ○手話通訳者の養成及び派遣事業 9,740 千円

62,159

会計 一般会計

43,053

款 民生費 56,633

一般財源 19,106

9.8

予
算
科
目

　手話言語条例の基本理念にのっとり、手話が言語であるとの認識
に基づき、手話に対する理解の促進及び手話の普及並びに手話を使
用しやすい環境の整備を行う。前年度予算

項 社会福祉費 増減額 1,954

目 障害者自立支援費 前年比 15.3

一般財源 8,131

予算事業名 地域生活支援（コミュニケーション支援） 予算額 14,691

会計 一般会計

6,560

款

福祉部 生活福祉課 特定財源 ○生活困窮者学習・生活支援事業 9,359 千円

予
算
科
目

　貧困が世代を超えて連鎖することがないよう、生活困窮世帯(生
活保護受給世帯を含む)の子どもに対する生活習慣・育成環境の改
善に係る支援及び学習支援並びに保護者に対する養育支援等を行
う。

前年度予算

項 社会福祉費 増減額 5,526

目 社会福祉総務費 前年比

予算事業名 川越市民サービスステーション運営管理 予算額 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 市民部 市民課 特定財源 ○（新）川越市民サービスステーション運営管理 13,538 千円

予
算
科
目

　川越市民サービスステーションにおける共用部分の運営管理を行
う。

前年度予算

項 戸籍住民基本台帳費 増減額 13,538

目

-

一般財源 13,538

皆増

-

予算事業名 生活困窮者自立支援等事務 予算額 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課

13,538

会計 一般会計

款 総務費

戸籍住民基本台帳費 前年比
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千円

千円

千円

3 千円

1 千円

5 ％

千円

千円

千円

3 千円

1 千円

5 ％

千円

千円

千円

3 千円

1 千円

5 ％

予算事業名 後期高齢者広域連合負担金等 予算額 3,127,860 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 保健医療部 高齢・障害医療課 特定財源 156,369 ○（新）後期高齢者に対する保健指導 10,952 千円

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 2,971,491 　生活習慣病の重症化予防などの取組が効果的に実施されるよう、
受診後に対面による結果報告を実施する。その際、結果説明のみで
なく生活習慣上の注意事項やフレイル予防を含めた健康教育及び保
健指導を行う。

款 民生費 前年度予算 3,052,049

項 社会福祉費 増減額

目 老人福祉費

75,811

特定財源 ○民間福祉施設補助（地域密着型施設等） 98,745 千円

予
算
科
目

会計 一般会計 　地域密着型サービス等整備助成事業費等補助金を原資として、地
域密着型施設等の建設費等を補助する。

前年度予算

増減額

所管部課 福祉部 介護保険課

一般財源

目 老人福祉費 前年比 256.5

27,700

項 社会福祉費 71,045

98,743

2

款 民生費

予算事業名 民間福祉施設補助（地域密着型施設等） 予算額 98,745 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 福祉部 介護保険課

一般財源

目 老人福祉費 前年比 799.6

30,015

項 社会福祉費 240,001

243,000

27,016

款

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

特定財源 ○民間福祉施設補助（高齢者施設） 270,016 千円

予
算
科
目

会計 一般会計 　特別養護老人ホームの施設整備に係る建設費等を補助する。

前年度予算

増減額

前年比 2.5

民生費

予算事業名 民間福祉施設補助（高齢者施設） 予算額 270,016
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千円

千円

千円

3 千円

2 千円

1 ％

千円

千円

千円

3 千円

2 千円

1 ％

千円

千円

千円

3 千円

2 千円

1 ％

　児童扶養手当を受給しているひとり親家庭の保護者を対象に、対
象資格（看護師、准看護師、介護福祉士、保育士、理学療法士等）
の修業期間中に月額10万円（課税世帯7万5百円。最終学年4万円加
算）を支給する。

予
算
科
目

　児童扶養手当を受給しているひとり親家庭等の中学生を対象に、
学習の支援による基礎的な学力の向上と、進学等の相談を通じて、
自立の促進を図る。款 民生費 前年度予算 48,124

項 児童福祉費 増減額

目 児童福祉総務費

予算額 66,079

前年比 85.6

予算事業名 母子家庭等自立支援 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

特定財源 46,723

会計 一般会計 一般財源 19,356

17,955

前年比 37.3

予
算
科
目

所管部課 こども未来部 こども家庭課 ○ひとり親家庭等学習支援事業 14,080 千円

予算額 284

前年比 △ 73.3

目 児童福祉総務費

　子育て家庭や妊産婦が、教育・保育などの子育て支援事業を円滑
に利用できるよう、相談内容に応じて情報提供や助言等を行う。

款 民生費 前年度予算

○高等職業訓練促進給付金 50,406 千円

こども未来部 こども育成課 ○利用者支援事業（基本型） 284 千円

153

項 児童福祉費

予算額 333,359

131

特定財源 188

会計 一般会計 一般財源 96

予算事業名 民間保育所等整備 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 こども未来部 こども政策課 ○民間保育所等整備 333,359 千円

△ 915,919

特定財源 318,490

会計 一般会計 一般財源 14,869

予算事業名 利用者支援事業 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課

増減額

項 児童福祉費 増減額

目 児童福祉総務費

予
算
科
目

　保育ニーズに応えるため、民間保育所等の整備に対し、建設費の
一部を補助する。

款 民生費 前年度予算 1,249,278
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千円

千円

千円

3 千円

2 千円

3 ％

千円

千円

千円

3 千円

2 千円

4 ％

千円

千円

千円

3 千円

2 千円

6 ％

予算額 64,050

特定財源

一般会計 一般財源 19,436 　配偶者のない女子又はこれに準ずる事情のある女子と監護すべき
児童を入所させ、保護及び自立の促進のための生活支援を行い、退
所後も相談その他の援助を行うことを目的とする母子生活支援施設
への入所委託を行う。

款 民生費 前年度予算

一般会計
予
算
科
目

予算事業名 児童発達支援センター運営管理 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

予算事業名 母子生活支援施設等入所事業 予算額 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 こども未来部 こども家庭課 特定財源 15,207 ○母子生活支援施設委託

34,643

29,799 千円

こども未来部 こども育成課

一般財源 35,309

款 民生費 146,969

141,741

106,432

会計

33,110

項 児童福祉費 増減額 1,533

予
算
科
目

会計

目 母子福祉施設費 前年比 4.6

　身近に相談できる者がいないなど、支援を受けることが適当と判
断される6歳以下の未就学児を持つ家族を対象として、研修を受け
た家庭訪問型子育て支援ボランティアが週に1回2時間程度訪問し子
育て支援を行う。

前年度予算

項 児童福祉費 増減額 △ 5,228

目 児童福祉施設費 前年比 △ 3.6

予算事業名 地域子育て支援事業 予算額 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 ○（新）家庭訪問型子育て支援事業（ホームスタート） 3,290 千円

予
算
科
目

会計 一般会計 　児童発達支援センターの利用者が安全にかつ安心して利用できる
よう、施設・設備の維持管理及び円滑な運営のための体制整備を行
う。
　

前年度予算

増減額

前年比 △ 53.9

款 民生費 138,864

項 児童福祉費 △ 74,814

目 児童発達支援センター費

一般財源 46,245

特定財源 ○児童発達支援センター運営管理 64,050 千円所管部課 こども未来部 療育支援課 17,805
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千円

千円
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3 千円

1 ％
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1 千円
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福祉部 生活福祉課 30,430

前年度予算 49,423

増減額 △ 1,663

目 衛生検査費 前年比 △ 3.4

予算事業名 食品・水質・感染症等検査 予算額 47,760 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 保健医療部 衛生検査課 特定財源 4,152 ○（新）麻しん・風しん検査の導入

千円○生活保護者健康管理支援事業

生活保護総務費

一般財源

865,100 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

特定財源 ○子育て安心施設建設［地方創生］ 865,100

予算事業名 生活保護等事務 予算額 48,388 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

予算事業名 子育て安心施設建設 予算額

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 43,608 　近年、麻しん・風しんの流行が拡大しているが、緊急性を要する
案件であり、また、東京オリンピックの開催や海外渡航者等の増大
など感染症対策が急務であることから、当該検査を導入する。款 衛生費

項 保健衛生費

特定財源

1,996 千円

3,128

　生活保護受給者に係るレセプトデータや健診データを基に分析を
行い、糖尿病等の生活習慣病の重症化予防及び健康づくりのための
保健指導や健康診査の受診勧奨を実施する。

予
算
科
目

会計 一般会計

前年度予算

増減額

所管部課

前年比 △ 21.4

款 民生費 61,597

項 生活保護費 △ 13,209

目

17,958

予
算
科
目

会計 一般会計 　川越市まち・ひと・しごと創生総合戦略に位置づけられている子
育て安心施設の建設工事を進める。

前年度予算

増減額

所管部課 こども未来部 こども政策課 865,083

前年比 831.2

款 民生費 92,900

項 児童福祉費 772,200

目 子育て安心施設建設費

一般財源 17

千円
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千円

千円

4 千円

1 千円

6 ％

　予防接種法に規定されるＡ類疾病に掲げられる疾病について、予
防接種を実施する。また、政令改正により、ロタウイルスワクチン
が追加され、令和2年10月1日から実施する予定である。

　昭和37年4月2日から昭和54年4月1日の間に生まれた男性を対象者
として、予防接種法に規定される定期接種を行う。また、定期予防
接種の対象者のスクリーニングのために抗体検査も行う。

予算事業名 予防接種の推進 予算額 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

32,072 千円○風しん第5期定期接種及び緊急風しん抗体検査事業

○妊娠を希望する女性等への風しん予防接種 3,590 千円所管部課 保健医療部 健康管理課 特定財源 32,757

款 衛生費 前年度予算 897,840

項 保健衛生費 増減額 △ 34,000

目 予防接種費 前年比 △ 3.8 ○予防接種法定期予防接種（Ａ類疾病） 661,148 千円

863,840

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 831,083 　妊婦が風しんにかかると、先天性風しん症候群という病気により
障害をもった子どもが生まれることがある。これを予防するため、
抗体価の低い妊娠を希望する女性等に風しんの予防接種を受けやす
い環境を提供する。
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千円

千円

4 千円

1 千円

7 ％

　産後4か月未満の母子に対して、医療機関等への宿泊により、心
身のケアや育児のサポート等を行い、産後も安心して子育てができ
る支援体制を確保することを目的として実施する。

○産前・産後サポート事業[地方創生] 640 千円

　妊産婦等が抱える妊娠・出産や子育てに関する悩み等について、
子育て経験者等の相談しやすい「話し相手」による相談支援を集団
型で行い、家庭や地域での妊産婦等の孤立感の解消を図る。

予算事業名 母子保健指導 予算額 10,229 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 保健医療部 健康づくり支援課 特定財源 5,857

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 4,372 　妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援のため、母子保健
コーディネーター（助産師等）が、母子保健や育児等に関する様々
な悩みごとについて相談に応じ、妊産婦等の心身の不調や育児不安
を軽減する。

款 衛生費 前年度予算 34,310

項 保健衛生費 増減額 △ 24,081

目

○利用者支援事業（母子保健型）[地方創生] 1,383 千円

△ 70.2 ○産後ケア事業[地方創生] 2,117 千円母子保健指導費 前年比
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千円
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4 千円

1 千円
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予
算
科
目

一般財源 　総合保健センターの「施設検診」、公共施設の「集団検診」、市
内委託医療機関の「個別検診」の3形態でがん検診の受診機会を提
供することにより、多くの方が受診できる機会の整備と充実を図
る。

前年度予算

目 成人健診費 前年比 △ 3.1

○ラジオ体操普及啓発 547 千円

294,624

款 衛生費 310,438

300,965

6,341

会計 一般会計

予算事業名 がん検診

特定財源

項 保健衛生費 増減額 △ 9,473

予算額

　平成25年度から運動習慣のきっかけづくりとしてラジオ体操の普
及・推進を行っている。市民の健康づくりをより一層の推進してい
くために、地域や関係機関等と連携しながら、引き続き普及・促進
を図る。

○（新）熱中症予防対策 276 千円

　熱中症対策のため、啓発ポスター等を用いて熱中症予防方法を周
知する。

6,914

款 衛生費

増減額 △ 7,434

所管部課 保健医療部 健康づくり支援課

予
算
科
目

一般財源

前年度予算

目 成人保健指導費

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 保健医療部 健康管理課 ○がん検診 300,965 千円

前年比 △ 51.3

予算事業名 健康づくり支援 7,051

特定財源 137

会計 一般会計

項 保健衛生費

14,485

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

○健康マイレージ 3,346 千円

　市民の健康寿命の延伸のため、歩数計等を用いて、健康づくりの
「きっかけづくり」と、習慣化するまでの継続支援を目指す。

○受動喫煙対策 685 千円

　平成30年7月の健康増進法の一部改正に伴い、望まない受動喫煙
を防止するための総合的かつ効果的な施策の実施を図る。

予算額
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主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 環境部 環境政策課 特定財源 9,392

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源

款 衛生費 前年度予算

前年比

増減額 △ 3,223

　望まない受動喫煙の防止を図るため、指定喫煙場所において分煙
対策工事を実施する。

前年度予算

目 環境衛生費 前年比 193.7

予算額 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 環境部 環境政策課 ○（新）ムクドリ被害対策 1,210 千円

予
算
科
目

一般財源 　ムクドリによる糞害や騒音などの被害を軽減するための追い払い
作業を実施する。

前年度予算

目 緑地対策費 前年比 0.3

増減額 80

22,305

款 衛生費 24,694

24,774

2,469

会計

予算事業名 地域環境美化促進 31,571

予算事業名 緑地保全

特定財源

項 保健衛生費

一般会計

3,472

項 保健衛生費

16,087

目 緑地対策費 △ 20.0

予算事業名 緑化推進 予算額 12,864

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 環境部 資源循環推進課 ○（新）指定喫煙場所整備工事 21,500 千円

予算額

予
算
科
目

一般財源

特定財源 16,450

会計 一般会計 15,121

款 衛生費 10,748

項 保健衛生費 増減額 20,823

　東京2020オリンピックの開催に伴う花と緑のおもてなしとして、
往来が多い駅前などに、花などを活用した装飾等を行う。

○（新）川越駅東口ペデストリアンデッキ等装
飾[オリンピック関連]

6,544 千円
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所管部課 産業観光部 農政課 特定財源 26,873 ○グリーンツーリズム整備推進［地方創生］ 35,040 千円

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 　蔵inガルテン川越の事業であり、伊佐沼や田園など周辺の自然的
景観や農業とのふれあいをコンセプトとしたグリーンツーリズムの
拠点施設の整備を行う。款 農林水産業費 前年度予算

前年比 △ 65.3

8,167

100,990

- ○就労支援事業 5,952 千円

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 　川越しごと支援センターを中心に、求人情報の提供、職業紹介、
就職相談、就職に役立つセミナー等を国や県等と共催して実施して
いる。また、障害者の雇用の促進を図るため、障害者雇用奨励金を
交付する。

款 労働費 前年度予算

前年比 △ 43.8

5,952

10,597

所管部課 産業観光部 雇用支援課 特定財源

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 環境部 環境施設課 特定財源 1,490,200 ○東清掃センター大規模改修 1,490,200 千円

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 　老朽化した東清掃センターを今後、長期的に稼働させるために大
規模改修工事を行い、施設の機能維持及び延命化を図る。

款 衛生費 前年度予算

前年比 545.4

-

230,900

1,490,200

項 清掃費 増減額 1,259,300

目 東清掃センター大規模改修事業費

予算事業名 就労支援事業 予算額 5,952

予算事業名 東清掃センター大規模改修 予算額

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

項 労働費 増減額 △ 4,645

目 労働総務費

35,040予算事業名 グリーンツーリズム整備推進 予算額 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

項 農業費 増減額 △ 65,950

目 農業総務費
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予算事業名 中小企業関係融資 予算額 78,997 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 産業観光部 産業振興課 特定財源 68,943 ○中小企業事業資金融資利子補給金[地方創生] 1,000 千円

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 10,054 　融資を受けた中小企業者等の金利負担を軽減するため、融資取扱
金融機関に対し、利子の補給を行う。

款 商工費

項 商工費 ○中小企業災害復旧資金融資利子補助金 4,300 千円

　台風第19号により被害を受け、事業活動に支障が生じている中小
企業者に対し、復旧のために借り入れた融資に係る利子に対し補助
を行うことにより、中小企業者の負担軽減を図り、市内産業の早期
復旧を図る。

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 産業観光部 産業振興課 特定財源 5,456 ○川越市商店街空き店舗対策事業補助金 1,409 千円

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 11,056 　市内の空き店舗の利活用を促進し、商店街の振興及び活性化を図
るため、川越市商店街等空き店舗情報登録制度に登録されている物
件を活用して行う事業に対し、補助金を交付する。款 商工費 前年度予算 15,716

項 商工費 増減額 796

目 商工振興費 前年比 5.1

予算額

予算事業名 園芸特産振興 予算額 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 産業観光部 農政課 特定財源 - ○川越産農産物ブランド化事業補助金[地方創生] 2,000 千円

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 　川越産農産物の利用促進等により、域内消費の仕組みづくりを進
める。住民や観光客にも味わってもらうことで、新たな川越名物と
してＰＲするとともに、ブランド化により「地産他消」「地産都
消」の拡大を図る。

款 農林水産業費 75,391前年度予算

4,608

4,608

増減額 △ 40,983

目 商工振興費 前年比 △ 34.2

前年度予算 119,980

16,512

項 農業費 増減額 △ 70,783

目 農業振興費 △ 93.9前年比

予算事業名 商店街振興対策補助
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　市内事業者の事業承継を推進するため、事業承継をする者が行う
店舗の改修又は設備整備に係る事業に対し補助金を交付する。

予算事業名 小江戸川越観光推進協議会 予算額 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 産業観光部 観光課 ○（新）東京２０２０オリンピック大会関連事業[オリンピック関連] 6,000 千円

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 6,000 　小江戸川越観光推進協議会において、東京2020オリンピック大会
開催に伴い、本市を広くＰＲする取組を行う。

款 商工費

項 商工費

予
算
科
目

一般財源 　川越産農産物のブランド化、消費拡大等につなげるため、「おい
しい川越農産物提供店」を市民や観光客等にＰＲし、提供店の川越
産農産物を使用した料理等を食べて回るスタンプラリー等を実施す
る。

前年度予算

目 商工振興費 前年比 △ 9.6

69,399

○川越市事業承継店舗改修等補助金 800 千円

予算事業名 商工業振興

前年度予算 28,000

特定財源 6,000

目 観光費 前年比 △ 57.1

増減額 △ 16,000

12,000

予算額 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 産業観光部 産業振興課 ○（新）「おいしい川越農産物提供店」認定事業[地方創生] 458 千円

62,713

特定財源 48

会計 一般会計 62,665

款 商工費

項 商工費 増減額 △ 6,686
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1,400 千円

予
算
科
目

　道路に面し、倒壊する可能性のある危険なブロック塀等を撤去し
ようとする所有者等に対して撤去費用の一部を補助する。

前年度予算

項 土木管理費 増減額 △ 456

目 建築指導費 前年比

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 産業観光部 観光課 特定財源 14,523 ○ＤＭＯ川越[地方創生] 35,500 千円

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 20,977 　地域経済の発展に繋げる等、川越の地域力向上に寄与することを
目的とする一般社団法人DMO川越に対して補助を行う。

款 商工費 前年度予算 41,895

項 商工費 増減額 △ 6,395

目 観光費 前年比

予算事業名 観光施設 予算額 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 産業観光部 観光課

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 2,882 　「川の国埼玉はつらつプロジェクト新河岸川」の実施に伴い、対
象地域の回遊性の向上を図るため、観光案内板を設置する。

款 商工費 前年度予算 60,525

項 商工費 増減額

1,683○（新）観光案内板設置工事

　東京2020オリンピック大会に向けて、平成26年度から実施してい
る「まちなかトイレきれい化事業」として、観光客の利便性向上を
図るため、和式便器の洋式化工事を実施する。

千円

△ 1.9

△ 15.3

予算事業名 建築確認 予算額 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 都市計画部 建築指導課 特定財源 ○ブロック塀撤去補助

○（新）公衆トイレ洋式化整備工事 8,800 千円

23,701

11,372

会計 一般会計 一般財源 12,329

款 土木費 24,157

予算事業名 ＤＭＯ川越 予算額 35,500

△ 8,256

目 観光費 前年比 △ 13.6

52,269

特定財源 49,387
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主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 建設部 用地課 特定財源 ○幹線道路（市道）整備（用地） 63,043 千円

予
算
科
目

　市内の都市活動を支える幹線道路網を確立するため、地域の骨格
となる市道の拡幅整備を行い、交通の円滑化や歩行者等の安全確保
を図るために必要な用地取得を行う。前年度予算

項 道路橋りょう費 増減額 △ 17,773

目 道路新設改良費 前年比 △ 22.0

予
算
科
目

　大雨等により発生する浸水被害の拡大防止及び早期復旧を行うこ
とを目的として排水ポンプ車1台を追加導入する。

前年度予算

項 道路橋りょう費 増減額 89,230

目 道路橋りょう総務費 前年比

予算事業名 幹線道路（市道）整備 予算額 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 建設部 道路街路課 特定財源 ○市道0033号線整備 298,514 千円

予
算
科
目

　通学路に指定されている道路であり、JR川越線と交差する箇所が
狭隘であるため、児童、生徒の安全な通行に支障をきたしているこ
とから、JR東日本と協議を行い、歩行者用ずい道を整備する。前年度予算

項 道路橋りょう費 増減額 222,712

目 道路新設改良費

予算事業名 道路管理事務所管理 予算額 主な事業（概要・目的・スケジュール等）123,902

予算事業名 幹線道路（市道）整備（用地） 予算額

257.4

104,537

327,249

296,700

款 土木費

会計 一般会計 一般財源 11,743

款 土木費 80,816

63,043

51,300

前年比 213.0

86,250

会計 一般会計 一般財源 37,652

款 土木費 34,672

所管部課 建設部 道路環境整備課 特定財源 ○排水ポンプ車の導入 71,000 千円

会計 一般会計 一般財源 30,549
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道路橋りょう費 増減額 27,350

目 道路新設改良費 前年比

会計 一般会計 一般財源 5,650

款 土木費 8,000

29,700

生活道路（市道）改良（用地） 予算額 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 建設部 用地課 特定財源 ○生活道路（市道）改良（用地） 33,320 千円

予算事業名 広域幹線（市道）整備 予算額 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 建設部 道路街路課 特定財源 ○広域幹線（市道）整備 35,350 千円

35,350

14,860

33,320

22,100

会計 一般会計 一般財源 11,220

款 土木費

予算事業名 生活道路（市道）改良

款 土木費

予算額

予算事業名

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 建設部 道路街路課 特定財源 ○生活道路（市道）改良 76,000 千円

予
算
科
目

　各地区内において、市民の安全で安心な生活環境を確保するた
め、日常生活に密着した身近な生活道路の拡幅整備を実施する。

前年度予算 69,370

76,000

58,500

道路新設改良費 前年比 9.6

項 道路橋りょう費 増減額 6,630

目

会計 一般会計 一般財源 17,500

予
算
科
目

　地域に密着し日常生活を支える生活道路の拡幅整備を行い、生活
基盤の充実を図るために必要な用地取得を行う。

前年度予算

項 道路橋りょう費 増減額 18,460

目 道路新設改良費 前年比 124.2

341.9

予
算
科
目

　広域幹線道路網の構築を目指し、県道川越北環状線の終点部（国
道254号）から東側への延伸計画（仮称川越東環状線）に基づき、
道路整備事業を推進する。前年度予算

項
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所管部課 建設部 道路街路課 特定財源 ○（新）久保川橋架替工事 65,100 千円

予
算
科
目

　準用河川久保川の改修及び地元自治会からの要望により久保川橋
を拡幅し、架け替える。

前年度予算

項 道路橋りょう費 増減額 65,100

目 橋りょう新設改良費 前年比 皆増

款 土木費 -

59,900

会計

52,050

△ 24.1

予
算
科
目

　笠幡歩道橋について、経年劣化が見られることから、補修を実施
する。

前年度予算

項 道路橋りょう費 増減額 76,000

目 橋りょう維持費 前年比

予算事業名 橋りょう新設改良 予算額 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

102.7

150,000

120,300

予算事業名 橋りょう維持補修 予算額 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 建設部 道路街路課 特定財源 ○笠幡歩道橋補修工事 130,000 千円

会計

予
算
科
目

　圏央道や川越北環状線等の整備によって増加する交通需要に対応
するため、市道0023号線等の整備を推進するために必要な用地取得
を行う。前年度予算

項 道路橋りょう費 増減額 △ 12,555

目 道路新設改良費 前年比

会計 一般会計 一般財源 6,996

款 土木費

一般会計 一般財源 29,700

款 土木費 74,000

一般財源 5,200

65,100

一般会計

39,495

32,499

予算事業名 広域幹線（市道）整備（用地） 予算額 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 建設部 用地課 特定財源 ○広域幹線（市道）整備（用地） 39,495 千円
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一般会計

増減額

65,700

款 土木費 54,220

項 河川費 32,180

20,700

予
算
科
目

一般財源 　脇田歩道橋について、新しい技術基準に基づき耐震補強等を実施
する。

前年度予算

目 脇田歩道橋耐震化事業費 前年比 △ 1.9

予算額 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 建設部 河川課 ○（新）古川排水路親水護岸整備 64,000 千円

予
算
科
目

一般財源 　地域住民に憩いの場を提供するため、川の国埼玉はつらつプロ
ジェクトとして古川排水路の親水護岸整備工事等を実施し、河川環
境の整備を図る。前年度予算

目 河川総務費 前年比 59.4

予算事業名 河川環境整備 86,400

特定財源

会計

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

752,200

予算事業名 川越駅東口駅前広場改修 752,300

会計 一般会計

増減額

款 土木費

○脇田歩道橋耐震化 180,000 千円

予算額 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 建設部 道路環境整備課

801,500

項 道路橋りょう費 △ 49,200

100

予算事業名 脇田歩道橋耐震化 180,000

特定財源

○川越駅東口駅前広場改修 752,300 千円

予
算
科
目

一般財源 　川越駅東口駅前広場の改修工事を行い、利用者の安全性の確保と
利便性の向上を図る。

前年度予算

目 川越駅東口駅前広場改修費 前年比 △ 6.1

特定財源

会計 一般会計

増減額

172,000

款 土木費 183,500

項 道路橋りょう費 △ 3,500

8,000

所管部課 建設部 道路街路課

予算額
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予算事業名 南古谷駅周辺地区整備 予算額 128,028 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 都市計画部 都市整備課 特定財源 95,600 ○南古谷駅周辺地区整備 128,028 千円

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 　南古谷駅周辺地区について、地域要望が特に強い北口地区から駅
方面への交通の利便性及び安全性の向上を図るとともに、駅前広場
及び自由通路の整備を中心とし、地域特性に応じた駅周辺整備を行
う。

款 土木費 前年度予算

前年比

都市計画費 増減額 20,284

32,428

予算額 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 建設部 河川課 ○準用河川久保川改修工事 103,600 千円

予
算
科
目

一般財源 　久保川の治水安全度の向上を図るため、河川改修に伴う業務委託
及び工事等について行う。

前年度予算

目 河川総務費 前年比 △ 48.4

予算事業名 準用河川整備 116,600

特定財源

会計 一般会計

増減額

97,700

款 土木費 225,950

項 河川費 △ 109,350

18,900

予
算
科
目

一般財源 　下小坂樋管周辺における内水対策施設の設置に向け、河川管理者
との協議を行うとともに、当該地区における内水被害の軽減を目的
とした施設整備の検討・設計を実施する。前年度予算

目 河川総務費 前年比 △ 3.2

予算事業名 中小河川排水路整備 90,850

特定財源

会計 一般会計

増減額

75,400

款 土木費 93,825

項 河川費 △ 2,975

15,450

予算額 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 建設部 河川課 ○下小坂地内内水対策 5,000 千円

目 土地区画整理費 18.8

107,744

項
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予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 　一般国道16号と市道0009号線（都市計画道路川越所沢線）が交差
する新宿町三丁目交差点を改良（拡幅）することによって、右折
帯、歩道等を整備し、交通渋滞緩和、歩行者の安全確保を図る。款 土木費 前年度予算

前年比

所管部課 建設部 道路街路課 特定財源 5,400 ○川越駅南大塚線 60,000 千円

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 　川越駅西口と南大塚駅を結ぶ延長3,620ｍの都市計画道路のう
ち、平成17年度に事業認可を取得した区間及び平成24年度に事業認
可を取得した区間の整備を実施する。款 土木費 前年度予算

前年比

46,772

項 都市計画費

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 都市計画部 川越駅西口まちづくり推進室 特定財源 117,519 ○川越駅西口市有地利活用 153,474 千円

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 　川越駅西口市有地は、多くの人が行き交う川越駅に近く、交通利
便性が高いことから、多様な機能の集積による新たな拠点を形成
し、魅力あるまちづくりを目指す。款 土木費 前年度予算

前年比

58,125

項 都市計画費 増減額 145,100

85,706

203,225

予算事業名 川越駅西口都市基盤整備

川越駅西口周辺地区整備 予算額

予算額 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

目 土地区画整理費 228.9

増減額 107,082

26,479

153,854

予算事業名

目 土地区画整理費 249.6

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

目 街路事業費 △ 28.8

84,300

項 都市計画費 増減額 △ 24,300

54,600

所管部課 都市計画部 川越駅西口まちづくり推進室 特定財源 127,375 ○新宿町三丁目交差点改良 141,370 千円

60,000予算事業名 川越駅南大塚線 予算額
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予
算
科
目

　旭町一丁目地内にある斎場跡地に、多目的広場や幼児・高齢者が
くつろげる空間などの機能を持った都市公園を整備する。

前年度予算

項 都市計画費 増減額 103,890

目 公園費 前年比

139,050予算事業名 街区公園等整備 予算額 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 都市計画部 公園整備課 特定財源 ○（新）（仮称）旭町一丁目公園整備工事 126,250 千円

款 土木費 35,160

138,600

会計 一般会計 一般財源 450

　本路線のうち、宮下町地内については、狭さく区間の安全確保を
図り、事業認可の取得準備を進める。

25,000 千円

予
算
科
目

　利用者の安全を図るため、都市公園内の経年劣化したテニスコー
トを改修する。

前年度予算

項 都市計画費 増減額 △ 42,157

目 公園費 前年比

款 土木費 422,238

50,000

会計 一般会計 一般財源 330,081

380,081予算事業名 各種公園整備 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

○（新）御伊勢塚公園テニスコート改修工事

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 建設部 道路街路課 特定財源 9,100 ○（新）新富町交差点改良 16,700 千円

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 15,500 　新富町交差点（市内循環線と中央通り線との交差点）について、
交通導線の円滑化と歩行者の安全を確保するため、交差点改良を実
施する。款 土木費

項 都市計画費

街路事業費 △ 44.1

44,000

24,600

前年度予算

前年比

増減額 △ 19,400

目

○宮下町暫定整備工事 7,900 千円

予算事業名 市内循環線 予算額

予算額

所管部課 都市計画部 公園整備課 特定財源

295.5

△ 10.0
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千円

千円

8 千円

4 千円

5 ％

千円

千円

千円

8 千円

4 千円

6 ％

千円

千円

千円

8 千円

4 千円

7 ％

予算事業名 旧川越織物市場整備 予算額 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 都市計画部 都市景観課 特定財源 ○旧川越織物市場整備［地方創生］ 158,000 千円

予
算
科
目

　市指定文化財である旧川越織物市場を保存・活用するため、若手
のアーティストやクリエイターが創業支援を受けながら一定期間制
作活動を行うための「文化創造インキュベーション施設」として整
備を行う。

前年度予算

項 都市計画費 増減額 △ 8,100

目 旧川越織物市場整備費 前年比

146,300

会計 一般会計 11,700

款 土木費

158,000

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 建設部 河川課 特定財源 ○施設保全整備工事 75,000 千円

予
算
科
目

　江川流域都市下水路の一部区間の護岸及びフェンス等の工事を行
い、内水被害の軽減に努める。

前年度予算

項 都市計画費 増減額 72,492

目 都市下水路管理費 前年比

78,409

款 土木費 36,962

196.1

一般会計 一般財源 31,045

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 都市計画部 公園整備課 特定財源 ○（新）初雁公園公園道路付替工事 132,500 千円

予
算
科
目

　本丸御殿前に空間を創出し、見学環境の向上や風格を高めるた
め、初雁公園整備事業の短期整備として道路の付替工事を行う。

前年度予算

項 都市計画費 増減額 126,045

目 公園費 前年比

6,604

151,104予算事業名 初雁公園整備 予算額

一般財源

166,100

一般財源

△ 4.9

109,454

503.0

予算事業名 江川都市下水路管理 予算額

款 土木費 25,059

144,500

会計

会計 一般会計
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千円

千円

千円

8 千円

4 千円

8 ％

千円

千円

千円

9 千円

1 千円

2 ％

千円

千円

千円

10 千円

1 千円

2 ％

予算事業名 英語指導助手配置事業 予算額 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 学校教育部 教育センター 特定財源 ○英語指導助手配置事業 70,552 千円

予
算
科
目

　グローバル化の進展に対応し、広い視野と国際感覚をもった児童
生徒を育成するため、各市立小・中・高等学校、特別支援学校に計
画的に英語指導助手を配置し、英語教育の充実・推進を図る。前年度予算

項 教育総務費 増減額 △ 52,871

目 事務局費 前年比

一般財源

6,897

会計 一般会計 63,655

款 教育費

70,552

123,423

△ 42.8

予算額 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 防災危機管理室 特定財源 ○防災用品備蓄 12,422 千円

予
算
科
目

　指定避難所としている市内小中学校等に備蓄品を配備し、災害時
に備える。

前年度予算

項 消防費 増減額 4,315

目 防災費 前年比

一般財源

39,582

6,012

会計 一般会計 37,885

款 消防費

43,897予算事業名 防災施設設置管理

10.9

予算事業名 川越駅西口歩行者用デッキ延伸 予算額 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 都市計画部 川越駅西口まちづくり推進室 特定財源 ○川越駅西口歩行者用デッキ延伸 404,200 千円

予
算
科
目

　川越駅西口市有地利活用事業の実施に併せ、川越駅西口からの施
設利用者の安全性の確保及び利便性の向上を図るため、川越駅西口
駅前広場歩行者用デッキを西口市有地北端まで延伸する。前年度予算

項 都市計画費 増減額 △ 343,400

目 川越駅西口歩行者用デッキ延伸費 前年比 △ 45.9

一般財源

747,600

380,800

会計 一般会計 23,400

款 土木費

404,200
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千円

千円

千円

10 千円

1 千円

2 ％

千円

千円

千円

10 千円

2 千円

2 ％

千円

千円

千円

10 千円

3 千円

2 ％

予
算
科
目

　経済的な理由により就学が困難な児童生徒の保護者に対して必要
な援助を行う。

前年度予算

項 中学校費 増減額 △ 3,472

目 教育振興費 前年比

会計 一般会計 一般財源

款 教育費 113,584

109,189

△ 3.1

千円

予算事業名 小学校就学援助費事務 予算額 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 教育総務部 教育財務課 特定財源 ○就学援助（小学校） 82,338 千円

予
算
科
目

　経済的な理由により就学が困難な児童生徒の保護者に対して必要
な援助を行う。

前年度予算

項 小学校費 増減額 △ 8,175

目 教育振興費 前年比

557

会計 一般会計 81,781

款 教育費 90,513

△ 9.0

一般財源

82,338

予算事業名 教育相談の充実 予算額 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 学校教育部 教育センター 特定財源 ○スクールソーシャルワーカー 60 千円

予
算
科
目

　いじめ、不登校の課題を抱える児童生徒について、社会福祉の視
点からその背景にある生活環境への働きかけ及び改善を図り、教育
相談体制の一層の充実に資する。前年度予算

項 教育総務費 増減額 △ 88,589

目 事務局費 前年比 △ 91.0

8,754

69

会計 一般会計 一般財源 8,685

款 教育費 97,343

110,112

923

予算事業名 中学校就学援助費事務 予算額 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 教育総務部 教育財務課 特定財源 ○就学援助（中学校） 110,112
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千円

千円

10 千円

4 千円

1

千円

千円

千円

10 千円

6 千円

2 ％

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 教育総務部 教育財務課 ○学童保育室整備 26,935 千円

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 4,519 　入室児童数の増加に伴い狭隘化している施設を整備するととも
に、老朽化が著しい施設の改築等を行い、保育環境の改善を図る。

款 教育費

項 社会教育費

22,416

○進路室等空調設備改修工事 31,940 千円

予
算
科
目

会計 一般会計 　生徒の学習環境や職員・施設利用者の健康に配慮するため、経年
劣化により不具合が生じている進路室等の空調設備について改修工
事を行う。前年度予算

増減額 ○（新）防球ネット改修工事 77,429 千円

　劣化が進んでいる鉄骨防球ネットを撤去し、新たにコンクリート
支柱による防球ネットを設置する。

所管部課 学校教育部 市立川越高等学校 87,900

一般財源 23,160

款 教育費 -

項 高等学校費 111,060

目 高等学校総務費

予
算
科
目

 校務情報の一元的な管理・運用による業務効率化や、教職員の業
務負担の軽減等を図るため、統合型校務支援システムを導入する。

前年度予算

項 高等学校費 増減額 △ 82,638

目 高等学校総務費 前年比 △ 58.1

予算事業名 高等学校施設整備 予算額 111,060 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

○（新）校務支援システム導入 511 千円

予算事業名 高等学校運営管理 予算額 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

特定財源

予算事業名 学童保育室整備 予算額

2,935

会計 一般会計 一般財源

款 教育費

59,534

56,599

142,172

所管部課 学校教育部 市立川越高等学校 特定財源

前年比 皆増

26,935

特定財源

前年度予算 45,479

増減額 △ 18,544

目 学童保育費 前年比 △ 40.8
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千円
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6 千円
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千円

千円

千円

10 千円

6 千円

5 ％

千円

千円

千円

10 千円

6 千円

5 ％

※特定財源：財源の使途が特定されているもの（国庫支出金、県支出金、市債等）

※一般財源：財源の使途が特定されず、どのような経費にも使用することができるもの（市税、地方譲与税、地方交付税等）

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 教育総務部 博物館 ○（新）オリンピック関連特別展［オリンピック関連］ 3,944 千円

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 7,007 　東京2020オリンピックゴルフ競技の川越開催を記念した特別展を
開催し、歴史的にみたゴルフと川越との深い関わりについて紹介す
る。また、前回の東京1964オリンピックについても併せて展示す
る。

款 教育費

項 社会教育費

8,769

特定財源

前年度予算 10,202

増減額 △ 1,433

目 博物館管理費 前年比 △ 14.0

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 教育総務部 博物館 ○蔵造り資料館耐震化 103,313 千円

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 45,169 　大地震発生時における、市指定文化財、蔵造り資料館の保存及び
入館者の安全確保を図るため耐震化工事を実施する。令和2年度
は、解体調査及び解体工事等を行う。款 教育費

項 社会教育費

博物館管理費 前年比 126.7

特定財源

前年度予算 64,049

増減額 81,168

目

145,217

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 教育総務部 文化財保護課 ○第２期河越館跡保存活用 91,221 千円

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 23,184 　国指定史跡河越館跡において、令和元年度に取得した史跡内の発
掘調査を実施する。また、史跡整備に伴う新設道路用地等を公有化
し、今後の保存活用を進めていく。款 教育費

項 社会教育費

文化財保護費 前年比 △ 79.1

予算事業名 河越館跡整備 予算額

予算事業名 博物館等運営管理 予算額

予算事業名 博物館の充実 予算額

特定財源

1,762

前年度予算 497,650

増減額 △ 393,636

目

80,830

100,048

104,014
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千円

千円

千円

5 千円

2 千円

1 ％

※特定財源：県支出金

※一般財源：特定財源以外の財源（国民健康保険税等）

千円

千円

千円

3 千円

3 千円

1 ％

※特定財源：保険料、国庫支出金、県支出金等

予算事業名 保健事業 予算額 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 保健医療部 国民健康保険課 特定財源 29,274 ○保健事業 70,539 千円

予
算
科
目

会計 国民健康保険事業特別会計 一般財源 　被保険者の健康維持・増進を図るため、脳ドック費用の助成、糖
尿病等の生活習慣病の重症化予防のための啓発及び相談事業の他、
薬剤師会等と協力して残薬対策事業等を実施し、医療費適正化を図
る。

款 保健事業費 前年度予算

前年比

70,539

保健事業費 増減額 △ 2,451

目 保健衛生普及費 △ 3.4

地域介護予防活動支援ボランティア事業 予算額 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 福祉部 高齢者いきがい課 特定財源 ○介護支援いきいきポイント事業 5,610 千円

予
算
科
目

　65歳以上の事業対象者が、市の指定する介護関連施設等において
ボランティア活動を行った際に、その活動実績に応じたポイントを
付与する。たまったポイントは、対象者の申し出に基づき、活動奨
励金や市の特産品等と交換する。

前年度予算

項 一般介護予防事業 増減額 141

目 一般介護予防事業 前年比

5,469

5,610

5,610

会計 介護保険事業特別会計 一般財源 -

款 地域支援事業

〔特別会計〕

予算事業名

2.6

41,265

72,990

項
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千円

千円

千円

1 千円

1 千円

1 ％

※特定財源：貸付金元利収入等

※一般財源：特定財源以外の財源

千円

千円

千円

1 千円

1 千円

3 ％

※特定財源：企業債

※一般財源：特定財源以外の財源

○配水管更新事業、大字笠幡配水管改良事業 1,967,231 千円

予
算
科
目

　限りある水資源を有効活用するため、重要施設配水管の耐震化や
老朽管の更新を行い、水道水の安定供給を図る。

前年度予算

項 建設改良費 増減額 295,777

目 配水管改良費 前年比

款 資本的支出

17.7

1,671,454

一般財源 1,267,231

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 こども未来部 こども家庭課 ○母子父子寡婦福祉資金貸付 91,100 千円

予
算
科
目

一般財源 　母子及び父子並びに寡婦の経済的自立及びその児童の福祉増進の
ために必要な資金を貸付ける。

前年度予算

目 総務管理費 前年比 7.2

予算事業名 配水管更新事業、大字笠幡配水管改良事業 予算額 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

予算事業名 母子父子寡婦福祉資金貸付 91,100

特定財源 66,693

会計 母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計 24,407

款 母子父子寡婦福祉資金貸付費 85,000

項

1,967,231

700,000

会計 水道事業会計

予算額

所管部課 上下水道局 水道課 特定財源

6,100総務費 増減額
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千円
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1 千円

1 千円

1 ％

予算事業名 雨水調整池整備事業 予算額 75,070 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

特定財源 ○雨水調整池整備事業 75,070 千円

予
算
科
目

会計 公共下水道事業会計 　平成30年度の雨水対策施設設置計画策定業務委託に基づき、貯留
施設築造工事を実施する。

前年度予算

増減額

所管部課 上下水道局 下水道課、事業計画課 75,070

一般財源 -

款 資本的支出 50,600

項 建設改良費 24,470

目 公共下水道施設拡張費 前年比 48.4

予算事業名 汚水管渠整備事業 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 上下水道局 下水道課 ○汚水管渠整備事業 444,069 千円

予
算
科
目

　生活環境の改善及び公共用水域の水質保全を図るため、汚水管渠
の築造工事を2,090ｍ実施する。

款 資本的支出 前年度予算 279,670

項 建設改良費 増減額

目 公共下水道施設拡張費

212,269

予算額 444,069

特定財源 231,800

会計 公共下水道事業会計 一般財源

164,399

前年比 58.8
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千円

千円
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1 千円

1 千円

2 ％

千円

千円

千円

1 千円

1 千円

2

千円

千円

千円

1 千円

1 千円

2 ％

※特定財源：企業債、国庫支出金、受益者負担金、分担金

※一般財源：特定財源以外の財源

公共下水道施設改良費 前年比 皆増

予算額 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 上下水道局 下水道課 ○岸町一丁目下水道管路施設更生事業 191,400 千円

○（新）汚水管渠改良事業（事業計画課） 12,177 千円

予算事業名 汚水管渠改良事業 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 上下水道局 下水道課、事業計画課 ○汚水管渠改良事業（下水道課） 497,097 千円

予算額 509,274

予
算
科
目

一般財源 　老朽化した下水道施設の長寿命化等を計画的に推進するため、汚
水管きょの改築工事等を346ｍ実施する。

前年度予算

目 公共下水道施設改良費 前年比 △ 33.3

△ 95,700

予算事業名 岸町一丁目下水道管路施設更生事業 191,400

特定財源 191,400

会計 公共下水道事業会計 -

款 資本的支出

予算事業名 新宿町二丁目下水道管路施設更生事業 予算額 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 上下水道局 下水道課 ○（新）新宿町二丁目下水道管路施設更生事業 242,828 千円

予
算
科
目

会計 公共下水道事業会計 一般財源 - 　老朽化した下水道施設の長寿命化等を計画的に推進するため、汚
水管きょの改築工事等を312ｍ実施する。

款 資本的支出 前年度予算 -

項 建設改良費 増減額 242,828

目

特定財源 242,828

予
算
科
目

　老朽化した下水道施設の長寿命化等を計画的に推進するため、汚
水管きょの改築工事等を2,720ｍ実施する。

款 資本的支出 前年度予算 731,739

項 建設改良費 増減額 △ 222,465

目 公共下水道施設改良費 前年比 △ 30.4

-

特定財源 509,274

会計 公共下水道事業会計 一般財源

　寺尾調節池内に敷設されている川越江川第5-1号汚水幹線は、現
状において維持管理をする上で管内調査も難しく、不明水等の原因
把握も困難であるため、新たに調節池外に幹線を切り回す計画を行
う。

242,828

287,100

項 建設改良費 増減額
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